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研究成果の概要（和文）：森林内の放射性セシウムの分布及び移行状況が林内空間線量率の変動に及ぼす影響を
解明するために、福島県伊達郡川俣町及び浪江町のモデル調査森林を対象として、雨水や落葉に伴う放射性セシ
ウムの鉛直移動とその時間変化を現地観測によって定量的に評価し、林内の放射性セシウム分布の時間変化予測
モデルを構築した。さらに、モデル調査森林において、林内空間線量率のモニタリングを実施し、さらに自治
体・関連省庁が福島県内の広域の森林で測定した空間線量率を解析し、樹種が林内空間線量率の時間変化傾向に
及ぼす影響を解明した。また、林床の含水率の変化が林内空間線量率の変動に及ぼす影響を先行降雨指数により
補正する手法を開発した。

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the influence of the distribution and transfer of 
radiocesium in the forest on the fluctuation of air dose rate in the forest, radiocesium 
redistribution in association with rainwater and litterfall was monitored in the  forest in Kawamata
 and Namie, Fukushima Prefecture. We developed double exponential model which simulate vertical 
distribution of radiocesium in forest. Furthermore, we analyzed huge dataset of air dose rate which 
was measured in the experimental forests and by regional monitoring campaign by local governments 
and related ministries in the wide area forest in Fukushima prefecture, the influence of tree 
species on temporal trend of the air dose rate was clarified. In addition, we developed a method to 
correct the variation of the measured air dose rate based on variation of moisture content at the 
forest floor and using the advance rainfall index.

研究分野： 環境放射能
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
森林では大気からの初期沈着から放射性セシウムの分布が時間経過とともに変化してゆく。そのため、福島原発
事故の環境影響の解明と被ばく線量評価のためには、森林域の空間線量率の変化傾向と変動要因を解明すること
が長期的な線量予測に不可欠である。本研究では、樹種毎の林内の放射性セシウムの移行状況とあわせて相補的
に解析することにより、樹種毎の林内空間線量率の時間変化傾向及び樹種間の差異の発生要因を明らかにした。
以上の研究成果は、森林の空間線量率の長期予測と被ばく評価に資するのみならず、福島事故由来の放射性核種
をトレーサーとした林内物質循環の理解の深化に貢献する科学的知見を提供しうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 福島第一原子力発電所事故により環境中に放出された放射性セシウムは、福島県及びその近
県に広範囲に降下した。放射性セシウムの沈着を受けた陸地面積のおよそ 7 割が森林からなっ
ており、放射能汚染の環境影響評価と放射能汚染問題の早期収束のためには、森林環境中の林
内空間線量率の時間変化傾向を正確に予測することが不可欠である。しかし、林内空間線量率
は測定データが少ないうえ、森林環境中の放射性セシウムの動態は動的かつ複雑なため、林内
空間線量率の予測は困難なのが現状である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、モデル調査森林における放射性セシウムの空間分布と林内空間線量率の詳細なモ
ニタリングデータに基づいて、放射性セシウムの垂直分布から林内空間線量率の推定が可能な
アルゴリズムを構築する。さらに、林野庁及び福島県による林内空間線量率の広域測定データ
を検証データとして利用し、福島県内の幅広い森林の林内空間線量率とその時間変化を予測可
能な線量予測モデルを構築する。 
 
３．研究の方法 
 山木屋地区の 3 つのモデル調査森林（既存サイト）を対象として、申請者がこれまで実施し
てきた放射性セシウムの分布調査を継続して行うとともに、地上３D レーザースキャナを用い
た林分構造及び周辺地形の測量を実施する。これらの調査から得られる森林内の放射性セシウ
ムの垂直分布に基づいて、任意の地点の林内空間線量率を評価可能な放射線量推定アルゴリズ
ムを構築する。さらに、樹冠から林床への放射性セシウム移行状況の時系列データをインプッ
トとして、モデル森林の林内空間線量の時間変化を再現可能な線量予測モデルを開発する。さ
らに福島県内の幅広い森林を対象として、林野庁及び福島県が実施した福島県内の森林放射能
汚染状況の広域測定データの解析に基づいて樹種毎の林内空間線量率の時間変化傾向を明らか
にする。 
 
４．研究成果 
（1）森林内の放射性セシウムの移行予測モデルの構築 
森林内の放射性セシウムの分布及び移行状況が林内空間線量率の変動に及ぼす影響を解明す

るために、福島県伊達郡川俣町及び浪江町のモデル調査森林を対象として、雨水や落葉に伴う
放射性セシウムの鉛直移動とその時間変化を現地観測によって定量的に評価し（『5．主な発表
論文』①、②、④、⑥、⑦、⑧、⑩）、林内の放射性セシウム分布の時間変化予測モデルを構築
した（図 1、『5．主な発表論文』②、⑧）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 樹種毎の樹冠中の放射性セシウムインベントリーの時間変化モデル 
（『5．主な発表論文』⑧より引用） 

 
（2）様々な樹種の森林における林内空間線量率の時間変化傾向 
モデル調査森林において、林内空間線量率のモニタリングを実施し（『5．主な発表論文』⑦、

⑨）、それに加えて自治体・関連省庁が福島県内の森林で測定した空間線量率を解析し、樹種が
林内空間線量率の時間変化傾向に及ぼす影響を解明した（図 2、『5．主な発表論文』③、⑤）。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 樹種別の林内空間線量の変化傾向（EGC：常緑針葉樹林、MBL：広葉樹混交林、
DBF：落葉広葉樹林）（『5．主な発表論文』③より引用） 
 
（3）林床の含水率変化が林内空間線量率の変動に及ぼす影響 
林床の含水率の変化が林内空間線量率の変動に及ぼす影響を先行降雨指数により補正する手

法を開発した（図 3、4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 先行降雨指数と林床の含水率の関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 林床の体積含水率と林内空間線量率の関係 
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